
 /2

 /4

７－２

杭　　基　　礎

７－３

G.L

3
0
0
以

上
D

2
0
d以

上

1
0
0

D

ﾊｶﾏ筋

15d

CL

10以上打増し

90 ﾌｯｸも可
。

4d以上

。 1本杭で偏心していない場合は、立上り筋不要

ｽﾀｯﾄﾞ溶接

肩筋　主筋の径以上
15d以上

a

a

t

25d以上

a a = 1/6

７－４

基礎と基礎梁

Ｓ
Ｓ ８ そ　の　他

L

L

L

D13＠300ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13＠300ﾀﾞﾌﾞﾙ

150以上

。 補強部

８－１

階　　　　段 片持階段

補強筋D13以上 (ﾀﾞﾌﾞﾙ)

主筋D13

ｲﾅｽﾞﾏ筋

D10＠200

D10 下端筋定着

5
0
d
以

上

5
0
d以

上
3
0
d
以

上

受筋D13

 180t  =

ｽﾗﾌﾞ階段

８－２

土 間 ｺ ﾝ ｸ ﾘ - ﾄ 

L

L L

t

t

D13

D10

ｲﾅｽﾞﾏ筋 D10＠200

15
d以

上

20
d以

上

D10＠200

D13 D13＠300

RC壁.CB壁 の補強

t
2t

D13

D10

D10＠200 L=400
500以上

L

８－３

t t

t

D10＠200(共通)

補強筋
補強筋

補強筋

腹筋に準ずる

柱 梁

。

。

t  =  100 D13＠300 50 補強なし　　　　　　　　　　　50   t  =

100   t   200 D16＠300              200   t   300 D16＠200 =  =

t   300 設計図による

８－４

増　築　予　定

5
0

5
0
0
以

上

500以上
50

柱 梁

500以上

L +50 L +50

500以上

通し配筋可

ｽﾗﾌﾞ 壁

。

。

は、はつり部分を示す.

既製ｺﾝｸﾘ-ﾄ杭

補強筋

べた基礎継手

及び定着
20d以上

の厚さは梁巾とする。

3
0
d
以

上

壁配筋が片持荷重を受ける配筋と

されている場合は不要。

L

 /4  /4

D10＠200

打 増 し 補 強

は打増し部分をしめす。

梁主筋は原則として

すべて定着する

増築時の継手は、原則として柱.梁の主筋は溶接継手する。

ａ

継手及び定着

地反力を受けない場合は(4-5)による.1

地反力を受ける場合2

不連続端(外端) 連続端(内端)

CL

/ 6 /4

L

。

/4

b)基礎小梁の

４－４

補　　助　　筋
D 600   不要

600   D   900=

=900   D   1200 4-D10  (2段)

1200   D= D10 ＠300以内

D10 ＠1000以内で割り付ける｡

D10 ＠1000以内で割り付ける｡

腹　　筋

巾止筋

つり筋

受　筋

D

b

4d以上

4
d
以

上

4d以
上

つり筋

巾止筋

腹筋

受筋

４－５

小　梁　及　び

片　　持　　梁

a) 小　　　梁
不連続端(外端) 連続端(内端)

/4 L

/ 6

L

L

継　　　手

/4 /40

1

0 0

1

0

0

C

。 印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は 梁面より500以上はなすこと。

定　　　　着
CL

斜め可

下向き可

斜め可

，
D D

/40

不連続端(外端) 連続端(内端)

3

0 /6B /40

0

b)片　持　梁 。

L

先端 元端

下端筋は水平定着でも可。上端筋には継手を設けてはならない｡

通し筋としてもよい。

水平定着でもよい。

100以内
定　　　着

継　　　手

先端小梁のない場合

(有効せい)

d 0

0

 /2 0 3+15d 2

(Lは必要付着長さ)

0

４－６

基 礎 梁 及 び

基　礎　小　梁

a)基 礎 梁 の

継手及び定着

CL

/4

L

地反力(又は杭反力)を受ける場合

CL

L

L

/4

/4 /4

，
DD

0

0

1

0

1

0

0

0

1

1 1 1

2

設計者の判断による｡

0

1

0

1

0

11 10

3

L

10d

10d

(余長)

(余長)

印内に継手中心部を設けることを原則とする。ただし溶接継手の場合は柱面(基礎小梁の場合は梁面)

６－１

定着及び継手

L

縦筋

2

1

横筋

+50L 

L

D

梁

さし筋は､縦筋と同径

同ﾋﾟｯﾁとする.

1

2

2

L

梁の上面

までのばす

土圧を

受ける壁

2

3

L 2

Ｓ
Ｓ ６ 壁

４－７

梁の貫通補強

庇

補強範囲

程度となる様に上端に補強筋をいれる

1500

1
5
0
0

鉄筋による方法

溶接金網による方法

900

9
0
0

縦横共

6  ＠100φ

)
。
。＠100ｽﾗﾌﾞ筋と同径で1/2ﾋﾟｯﾁ以下( ＝

D13L

200

かつｽﾗﾌﾞ厚以上

1000

L

D13

D13

各

D10-＠200

(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

45
。

S

t

S  tの場合は

設計図による。

1

2

段違床 RC壁 . CB壁が床にのる場合

4-D13

4-D13

L L

L
L

6-D13

6-D13
L L

L
L

注) ｽﾗﾌﾞ筋を切断しない場合は補強筋を要しない。

2

2

2

2

2
2

22

 =
   A   1.0m0.3m

かつ   1.0m =

2 2

 0.3mA =

かつ =  0.6m

2

開口補強 A:開口面積５－４

補　　強　　筋

4
d

先端に荷重がある場合

片持ちｽﾗﾌﾞ隅角部補強は設計図による。

５－３

片　　持　　ち

ｽ　　ﾗ　　ﾌﾞ

５－２

継　　　　　手

上　　端　　筋

下　　端　　筋

短　辺　方　向

長　辺　方　向

標　準　継　手　位　置

B          D

A          B

A          C          D

L

短辺　長辺方向

1

継手位置は原則として下表によるが、右図でもよい｡

Ｓ
Ｓ ５ ｽ  ﾗ  ﾌﾞ

５－１

鉄筋の折り曲げ

及び定着

C A C

CC A

BD D

L

15d以上

15d以上
肩筋D13以上 肩筋D13以上

t

y

/4x /4x

/
4

x
/
4

x

x

x y＝
3

4-5a)定着に同じ

D

D

L

φ

あばら筋と同径、同数で ＠100以下とする｡

縦筋
横筋

斜筋

1

L

L 1

1

1. 補強筋は原則として工場製品(認定品)を使用する。

2. 認定品を使用しない場合は下図によるが、補強筋は

設計者の指示による。

。 定着長さはL　、及び継手長さはL とする｡

。

。

。

定着長さはL かつD/2以上とする。　(通し配筋の場合は不要) 

継手位置はどの部分でもよいが、土圧を受ける壁は5-2項の土圧面側を上端筋側に読み替える。

2 1

2

土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着は　　図による。3

。
ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋では巾止筋を縦横共D10＠1000以内を標準とする。

壁の配筋は設計図書による。６－２

壁　　配　　筋

。

。

杭頭補強筋は設計図による。

杭頭を切断した場合の補強は、設計者の指示による。

0

2

1

/ 21

６－３

補　　強　　筋

開口部

鉄筋による方法 溶接金網による方法

300 300

600

6
0
0

300

60
0

L L

L

L
L

L
L

LL
2

。

。

斜筋の代わりに溶接金網6φ＠100とする。

斜筋を縦 . 横補強筋でおきかえる場合は設計者の指示による。

2

2

22

2

2
2

2

2

2

斜筋は内側に配置する。壁筋を切断しない場合は補強を要しない。

交差部

継手L 継手L

D13

定
着

L

D13
2-D13

2-D13

2-D13

4-D13

4-D13

端部

120以下 150 150以上

耐震壁の場合はﾌｯｸを付ける

1

2

1

D10同ﾋﾟｯﾁ

200(耐震壁の場合)

。 開口補強筋はﾘｽﾄによる。

ｽﾘｯﾄ 完全ｽﾘｯﾄの場合

D10＠400程度

t

250 250

W

t

2
5
0

2
5
0

W

D10＠400程度

(省略してもよい)

W   15 =

 =

ｽﾘｯﾄ

(梁)

2

(柱)

1

1

2

Ｓ
Ｓ ７ 基　礎

７－１

独　立　基　礎

G.L

10以上打増し ただしかぶり厚さ50(軽量ｺﾝｸﾘ-ﾄの場合60)

の場合は不要

2

2

2

L 2

8d以上

2

3

0 0

0

0

1

1

2

1 1

(増築側の鉄筋は水平定着でもよい。)

柱梁

柱梁

L
2

ｽﾘｯﾄ幅　W   25かつｽﾘｯﾄ長さの1/100

ｽ
ﾘｯ

ﾄ材

ｽﾘｯﾄ材

ａ  隅角部

2
0
d

D16@200以上

(　 形でも可)

LbかつB/2以上

L
2

L h

3

1

2

余長は
，

　ｍｉｎ( D , L  ) とする。1 1 2＝

1余長　 は構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

一般（独立基礎、杭打独立基礎）

3/4以上かつLa

3/4以上かつLa

全長L 2

全長L 2

全長L 2

3/4以上かつLa

3/4以上かつLa

L h

b

bより500以上はなすこと。　L とれない場合４－５ａ定義によってよい。

外周部は8d以上折り曲げる

L 2

LbかつB/2以上

受筋D132L

3

大梁又は小梁に

L 定着2

L h又は20d3

L
2

LbかつB/2以上

4-5a)上端筋定着に同じ

B

継手位置は5-2項の上端筋を下端筋に読み替える。

20d以上

B

大梁 小梁

2
(L

 )
(L

 )3

2 3

水平投影長さは8d以上が望ましい

Bが小さい場合、余長部でL ,L とする

セットバックを含む屋根屋上ｽﾗﾌﾞ隅角補強

L 2 L 2

L
2

L
2

20d(L )2 220d(L )

2
0
d(

L
 )

2又は、帯筋

あばら筋相当

と配筋してもよい。

補強筋　　定着は20d(L ) 2 ( )は主要な耐力壁が取付く場合で設計者の判断による。

3 上載荷重が大きい場合は 2 の主筋継手位置を上下逆にする。

かつL LbかつB/2以上

L 2

。

梁成の中心D/3の範囲内とする。

また位置は原則として柱面から梁成D以上はなし、

。

。 梁貫通孔は梁成の1/3以下とする。

孔が複数の場合は中心間隔を径(φ)の3倍以上とする。

。 　縦筋はあばら筋加工とする。

φが100mm未満、かつD/10以下、かつ（あばら筋間隔－

かぶり厚さx2－あばら筋最外径）以下の場合は

補強を必要としない。

ただし耐震壁で帯筋、あばら筋の内側に定着できない場合は、 =8dかつ150以上45～90 折り曲げ 、

L 2

以上

25d又はL h
25d以上又はL h

1 以上 1 以上

1 以上

1

1 以上

：構造特記仕様書５－５項　余長参照

地反力を受ける梁は構造特記仕様書５－５項および設計図に示す。

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２） ２０１９年度版

2-D10  (1段)

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２） －

03S

部　長 担　当

電

図　面　番　号 製　図

意

日　　　　付

・・ 設構・

縮　　尺

工事名称

図　　名

照　査

豊津小学校屋外トイレ新設工事

№10


